
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「創設者の当時の想いに心を重ねながら」 

 

社会福祉法人三愛学園理事長 髙瀨一使徒 

 

創設 50 周年目にあたる節目の年度がスタートしました。実は法人として県から認可を

受けたのは 1976 年 2 月でした。そして同年 4 月から施設を開所すべく初代園長の高瀬美

武・範子ご夫妻は期待と不安の中で忙しく動き回っていたに違いありません。しかし幾つかの課題があり 4月に

なっても開所できない状況になってしまいました。必要な職員は 4月１日から雇用していましたので、当面自宅

待機をお願いするしかなかったようです。2 か月後の 6 月には認可を受け開所することができましたが、その間

責任者であるお二人の想いは如何ばかりであったでしょうか。開設資金の問題、土地取得や地元の反対、園舎建

築に関わる様々な課題、そしてようやく何とか法人認可まで漕ぎつけました。その後はスムーズに開所できると

考えるのが当然です。しかし現実は施設の認可が降りませんでした。行政との調整や資金繰り等で心身共にギリ

ギリの状況ではなかったかと推察します。私がお二人の立場でしたらメンタルが持たず潰れてしまったと思いま

す。聖書の中にこのような言葉があります。 

「神は、御心のままにあなた方のうちに働いて志を立てさせ、事を行わせて下さるのです。すべてのことを、

つぶやかず、疑わずに行いなさい」 

“どうしてこんなことが！”と神を疑いたくなる状況でもお二人は“事をなして下さる方”を疑わず忍耐をも

って最善を尽くしました。自宅待機をお願いした職員たちには身銭を切って補償しました。これらのことを知

りお二人の当時の想いに自分自身の心を重ねると、予定通りいかない小さなことにもつぶやいてしまう未熟な

我が身があぶり出されます。今年度は、50周年を記念して幾つかの大きな行事や活動を予定していますが、お

二人の創設理念や精神を伝え未来に繋げるものとして実施してまいります。 

未来に目を向ければ、少子化や労働者不足の影響で児童福祉を取り巻く環境は激変することが予想されま

す。10年後、20年後の児童養護施設や自立援助ホームがどのような形になるのか想像もできません。確実なこ

とは、いつの時代にも福祉の支援が必要な社会的弱者は存在するということです。それらの方々のニーズに合

わせて、これからの社会福祉法人や施設の役割は変化して行く必要があります。また変化の中で創設理念や精

神を護り適用してゆかなくてはならないと考えています。 

2020年から始まった法人中期目標の「7ヵ年計画」は今年度が最終年になります。大きなテーマの一つであ

る法人規模の拡大は、自立援助ホームの設置、一時保護所の増設、地域小規模の設置でほぼ達成状況にありま

す。一方、もう一つのテーマである養育の質の向上は、職員育成や定着率の課題から達成には至っていないの

が現状です。質の向上は福祉の永遠のテーマではありますが、少しでも具体的な改善が見られるよう最後まで

努力してまいります。 

今年度も皆様のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 
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創立 50周年記念「さんあい祭り」 

さんあい 施設長 平本 実 

 

宮崎駿原案・脚本、高畑勲監督による 1972年のアニメ映画『パンダコパンダ』。

両親のいない小学生の少女ミミ子ちゃんは、同居している祖母が長崎での法事に行

くことになり、しばらく一人暮らしとなります。そこへパンダの親子、パパンダと

パンちゃんが突然転がり込んできますが、天真爛漫なミミ子ちゃんは 3人で家族と

して暮らそうと提案。奇妙で楽しい家族生活がスタートする、という物語です。 

当時小学生だった私の心にこの映画が刺さった理由は、たとえ他人、いわんや人間と動物であっても一

つ屋根の下で暮らすことで家族になれるというストーリー、そしてミミ子ちゃんたち「家族」の存在を全

面的に受け入れ支える地域の方々のやさしさでした。ふりかえってみると、児童養護施設のあり様につ

いて私が考え始めるきっかけとなる体験でした。 

同じころ、さんあい創設者の故・高瀬美武先生は勤めていた施設を辞し、新たに児童養護施設を作るべ

く奔走していました。そして、深谷市本郷に土地、建物、働き手、そして地域の方々の理解を得て、子ど

もたちの家、三愛学園での生活をスタートします。今から 50年前、1976年のことです。 

当初は入所している子どもたちが楽しむ運動会のような形で始め

られた創立記念日の行事は、いつしか地域の方々を広くお招きし感

謝を表すためのものへと変わって現在にいたるそうです。今年、そ

の 50回目を祝う創立記念「さんあい祭り」が開催されます。 

6月 7日(日) 午前 10時 30分～午後 2時 30分です。 

皆様、是非お誘いあわせのうえ、ご来園ください。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

創立 50周年に想う 

 

さんあい 統括主任 青木義匡 

 

今年は創設 50 周年という大きな節目の年です。三愛学園は長い歴史の中で小舎

制家庭的養育の実践や一時保護所・自立援助ホーム開設など、「全ては子どもたちの

ために」という創設者の思いを大切に、時代のニーズに合わせ、子どもたちに必要な

環境を整えてきました。 

 時代が変わっても私たちがなすべきことは変わりません。社会的養護のもとで生活する子どもたち

の心情に寄り添い、子どもひとり一人の人生を紡ぐことです。その為に職員は専門職としての自覚を持

ち、知識や技術を身に付けなければなりません。それがチーム力の向上に繋がります。 

さんあいは日々の生活の中で子どもとの信頼関係を築き、頼られる大人になることを心掛けている素

晴らしい職員が揃っています。子どもたちの安心安全な生活を維持するためには、こうした職員の確保・

育成・定着は大きな課題です。 

子どもたちの生活環境もそれを支える職員の働き方も、現状に満足せずさらなる向上を目指していき

ますので、今後もご支援のほどよろしくお願いいたします。 
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入職職員７名を紹介します 

ケアワーカー 亀田 蒔円 
かめた しおん 

ケアワーカー 

わたなべ まい 

渡邉 真衣 

森 瑞貴 山口 綾子 

小林 優羽 

2026年度 

こばやし ゆあ 

やまぐち あやこ 

梅沢 大鳳 
うめざわ ひろと 

吉本 梨紗 
よしもと りさ 

心理士 

ケアワーカー 

入職職員に質問です！ 

Q1.出身地は？ 

Q2.得意な事は？ 

Q3.自分の性格を一言で。 

Q4.こんな職員になりたい。 

Q5.アピールポイントをどうぞ！ 

Q1. 埼玉県熊谷市 

Q2. 絵を描く事・工作 

Q3. 恥ずかしがり屋で人見知り 

Q4. ダメな事はダメとしっかり

と言え、話しかけやすい職員 

Q5.お話をするのが好きです。た

くさん話しかけてください！ 

Q1.埼玉県上里町 

Q2.ソフトボール 

Q3. 優柔不断で人前に出るのが苦手。

思ったことを発言できずに人に合

わせてしまう。 

Q4.ダメな事はしっかりと注意ができ、

良いことは褒められる、子どもに寄り

添える職員。信頼される職員。 

Q5.体を動かすことが好きです。スポー

ツはできる方だと思います。 

Q1. 埼玉県入間郡毛呂山町 

Q2. バレーボールと水泳 

Q3. 平和主義 

Q4. 話しかけやすい職員 

Q5. 笑顔でいる事です。 

Q1. 群馬県 

Q2. バドミントン・ダンス 

Q3. おもしろい 

Q4. 子ども達から頼ってもらえ

る職員 

Q5.バドミントンなら負けないの

で挑んできてください！ 

Q1.埼玉県深谷市 

Q2.バレーボール 

Q3.大雑把。人見知り 

Q4.子ども達が何でも話せる職員 

Q5.運動が得意なのでグランドで

いっぱい遊びましょう！ 

Q1. 埼玉県神川町 

Q2. 飾りなどの作品作り 

  地図を覚える事 

Q3. まじめだけど飽き性 

Q4. 先入観を持たず中立的な見方が

できる職員。 

Q5. 外出をして効率的にリフレッシ

ュしてモチベーションを維持し

てます。 

Q1. 埼玉県深谷市 

Q2. バレーボール・ゲーム 

Q3. 大雑把 

Q4. 細かい所まで気を遣える職員 

Q5. 荷物運び、事務作業、雑務何でもやります！ 

  現在、体力はありませんがやる気はあります（笑）  

 

ケアワーカー 

ケアワーカー 

３ 

子ひつじ寮  

もり みずき 

 指導員 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入園・入学 おめでとう 

小学校入学 保育園入園 

4月 11日（土）に保育園入園、小学校・中学校入学、そして高校進学をした子

ども達をお祝いする会が行われました。パーティーのお料理は、栄養士を中心に

事務所職員が心を込めて手作りで用意しました。会場も、担当職員が力を合わせ 

て飾り付け、華やかなお祝いのムードが演 

出されました。 

食事の前のお祈り 

小 4仲良しコンビ 

中学校・高等学校入学 

Sちゃん：お友達と遊ぶ事 

～４月から新たな挑戦を始める子ども達。一人ひとりが楽しみにしている事を聞きました～ 

左側：Nちゃん：水泳の授業 

中央：Nちゃん：校庭でお友達と遊ぶ事 

右側：Tくん：さんすうの授業 

 

左側：Kくん：部活 

中央：Rちゃん：修学旅行 

右側：Kちゃん：新しい友人とお出掛け 

新入職職員による出し物 

～だれが１番でしょうクイズ～ 

毎年恒例の催し物！入職したばかりの職員

が趣向を凝らしお祝いの会を盛り上げます。 

４ 



創立 50周年記念事業のご報告 

 

高瀬一使徒 

さんあいの園旗の制作 

前号で中庭にフラッグポールを設置したことはお伝えいたし

ましたが、そのポールに掲げる園旗を作りました。法人のシン

ボルとなっているいちょうの葉を大小 2 枚にアレンジしてデザ

インしました。6 月 7 日のさんあい祭りの際に皆様にお披露目

をいたします。 

制作当初は、大きい葉が職員

で小さい葉が子どもたちのイメ

ージでしたが、何回も見るうち

に心の中でイメージが変化してゆきました。つまり小さい葉が職員で大

きい葉が子ども達に変化していったのです。それは子どもたちが職員よ

りももっと大きく成長してほしいとの願いからです。しかしそれは、職

員を軽視しているからではありません。50 年の間、子ども達の 1 日 1

日を紡いでいってくれたのは職員です。過去も未来も法人にとって職員

の存在は不可欠なのです。職員を大切にして、職員自身が成長しやすい

環境を整えてゆくのが法人の役割です。そして成長した職員によって、

子どもたちが更に大きく成長してゆくことを強く望んでいます。 

 

防球ネット 

昨年取得した隣地を現在は駐車場に使用していますが、今年

度中に駐車場の奥のスペースを子どもたちが遊べる場として整

備する予定になっています。具体的にはミニ・サッカーコート

と遊具を設置した遊び場を考えています。スペース的には十分

な広さはありますが、何か物足りなさを感じていました。それ

は隣接している道路に走る車と隔てられ、子どもたちが安心・

安全で遊べる雰囲気です。そこで思い切って現在本園のグラン

ドを囲っている防球ネ

ットを道路沿いにも設置することにいたしました。 

業者さんは、以前にも防球ネット設置をお願いしたことがある

専門業者であり信頼のできる会社です。工事は1月下旬に無事に

完了いたしました。防球ネットを設置したことにより、さんあい

園舎や地域小規模の居宅、そして敷地全体が守られている雰囲気

がでてきて、ネットの内側にいる子どもたちや職員の安心・安全

感が大いに増して喜んでいます。 
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いちょうの広場 

編集後記 

さんあいには 2 匹の金魚がいます。お祭りの屋台ですくった金魚を男の子が持ってきたのは 5 年前の夏。3 ㎝ほど

の小さな金魚でしたが、広い水槽で泳ぎ続け、今は体長 15 ㎝ほどになり、一見すると金魚には見えません。金魚の成

長は、育つ環境が大きく影響するそうです。すいすいと泳げる広い水槽は、その金魚にとってはのびのびと成長できる

最高の環境だったのです。それは人も同じ。子どもが子どもらしくのびのびと成長できる環境作りを常に追求し続けな

ければいけない、とすいすい泳ぐ金魚を見ながら今日も思いを巡らせています。   （広報タスクチーム一同）                    
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オリーブ 

女子オリーブは現在子ども 3 人で生活して

います。人数が少ない分子ども達と一緒に遊

ぶ時間もとれ、毎日和気あいあいと楽しんで

います。休日はさんあいの中庭やグラウンド

で遊んだり、畜産が盛んな地域なので近くの

牛や豚がいる場所まで散歩に行くこともあり

ます。また、中庭にある砂場ではアイスクリー

ム屋さんごっこが開店します。上手に玩具を

使いとても美味しそうなアイスクリームがた

くさん並びます。「いらっしゃいませ～」とな

りきる姿も可愛らしいです。 （加藤小） 

いつもあたたかいご支援ありがとうございます。         

ご寄付は下記の口座にお願いします。＊お名前をお入れください＊ 

埼玉りそな銀行 岡部支店（普）0058888  ﾌｸ）ｻﾝｱｲｶﾞｸｴﾝ ﾘｼﾞﾁｮｳﾀｶｾｶｽﾞｼﾄ 

 

子ひつじ寮 

新年度に入りホーム長のもと旧設備を一

新。オートロックの玄関ドアを導入し、居室

にソファやデスクを入れ模様替えしました。

利用料が無料になったので好きな部屋を選

べるようになり、利用者も部屋の移動を行い

ました。ここぞとばかりに大量のゴミ出しを

する子もいて、居室替えは大事だなと痛感。

自立援助ホームでは引越し資金を自分で貯

めますが「早く一人暮らししたい！」という

気持ちが就労意欲につながっています。グル

ープホームの入居希望者には多数の支援機

関のご協力があります。泣きながら相談して

きた退所者に住居支援ができ、アフターケア

の重要性も実感しています。 （佐藤） 

ねむの木 

新しい年度を迎えましたが子ども達は毎日元気いっぱいです。夕食

時は「聞いて聞いて」と皆が一斉に話し始めるので、聞く耳がたくさ

ん必要です。でも一日の中で、一番大事にしたいひとときでもあり、

職員にとって大好きな時間でもあります。ねむのきは新 1 年となった

児童が 3 人もおり、朝のひとときは正に戦場…(笑)それでも体より大

きいランドセルを背負い緊張した面持ちで大きい子達に混ざり登校す

る後ろ姿を見ると、朝からウルウルとしてしまいます。学校生活につ

いていけるかな、友達はできるかな、歩いて帰ってこられるかな…本

当に心配してもきりがないです。だから毎朝、ありったけの思いを込

めて「気をつけてね！いってらっしゃい！」と送り出します。しんど

かった受験生活を終え無事に高校入学を迎えた児童も、可愛い制服に

身を包み毎日元気に登校しています。新しい生活に慣れるべく必死で

頑張っている子ども達が疲れを癒し、ホッとできるそんなホームであ

りたいと思います。 （金） 

 
アニマルクラブ 

活動のスタートは毎年 6 月から。新し

いお部屋や学校に慣れてきてからがアニ

マルクラブ始動です。始動を前にこの時

期は、新しくクラブに入る児童は何人か

な？どんな活動をやろうかな？など、わ

くわくしながら1年間の活動を考える私

の大好きな時期です。動物との触れ合い

の中で育まれる心の成長を温かく見守り

ながら、今年も楽しく活動していきたい

です。 （村尾） 

園内感染症対策 

児童養護施設における感染症対策は、子どもたちの心身の安全を守

るための非常に重要な取り組みです。6 人 1 部屋での生活で、保育

園から高校までの子どもたちが食卓を共にしています。ワイワイと楽

しい毎日であると同時に、感染症拡大の危険と隣り合わせの毎日でも

あります。年末から年明けにはインフルエンザの A・B が園内で流行

し、とうとう 10 名を超え保健所へも報告するまで拡大しました。集

団生活を送る環境だからこそ、日常的な手洗い・消毒の徹底に加え、

こまめな換気や共有スペースの清掃といった環境整備が、日々の感染

症予防に直結していることをつくづく考えさせられる出来事となり

ました。同時に、感染防止のための制限が子どもたちの交流や活動の

妨げにならないよう配慮していくことの難しさも感じました。子ども

たちのみならず、職員の皆様のフォローができるよう看護師としてお

手伝いしていけるよう努めていければと思っております。（青木麗） 

さんあいからの旅立ち 

自分の将来の夢を叶えるために専門学校に

進学した S ちゃん。高校 3 年間はアルバイト

を頑張り目標貯金額を達成することができま

した。旅立ちの日の前日はホームでお別れ会

をし、みんなで語り合いました。退所が近づ

くとこれからは全部1人でやらなければいけ

ないと不安も強く感じていたので、私たちは

ずっと応援してる、きっと楽しい事もたくさ

んある！とみんなでエールを送りました。こ

れからもSちゃんの事を見守りながらサポー

トしていきたいと思います。 （鈴木） 


